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目　　　的

　昭和61年から徳島県立農林水産総合技術支援

センター畜産研究所肉畜分場（前徳島県肉畜試験

場）において開始された大ヨークシャー種の系統

造成は平成５年６月に完成し，同年７月に系統豚

として認定され，「アワヨーク」と命名された。こ

の認定された系統豚を長期間にわたり集団の遺伝

的構成の変化をできるだけ少なく維持するととも

に維持群の近交係数の上昇に伴う繁殖育成成績，

産肉能力等への影響について調査する。

　なお，研究所の再編整備により平成19年度途中

に研究所及び豚舎を移転したため，維持群の規模

を雄6頭，雌20頭に縮小した。

材料および方法

�　試験期間

　　平成５年～

�　供試豚

　平成5年7月に認定された大ヨークシャー種

系統豚「アワヨーク」の維持群

（基本的に雄９頭，雌35頭の維持群を，雄６頭，

雌20頭の規模に縮小）

�　飼養管理

　飼料の種類及び給与方法を表１に，衛生管理

方法を表２に示した。

�　調査項目

　①　維持の状況

　②　繁殖育成成績

　③　集団の遺伝的構成

結果および考察

�　維持の状況

　平成21年度には36腹が分娩し，309頭の子

豚を生産，維持群の更新に雄３頭，雌６頭，県

内の増殖農家５カ所に雌47頭を配布した。

�　繁殖育成成績

　平成21年度は，平均総産子数10.69頭，平均

哺乳開始頭数8.58頭，平均離乳頭数7.31頭，離

乳までの育成率85.1％となった。昨年度に比

べ平均総産子数0.39頭，平均哺乳開始数0.8頭

減少した。一方，平均離乳数は，ほぼ変化なく，

その結果，離乳までの育成率が，昨年に比べ

10.3ポイント向上した。

　一方，平均生時体重は1.31kg，平均離乳時体

重6.78kgであり，生時体重は，ほぼ変化ないも

のの，離乳時体重が昨年度に比べ軽くなった。

    アワヨークの維持を開始して以降，平均総産

子数が11頭以下になったのは，凍結精液による

系統豚「アワヨーク」の維持に関する試験
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要　　　約

1　平成５年７月に認定された大ヨークシャー種系統豚「アワヨーク」の維持試験を実施した。

2　平成21年度には36腹が分娩し，309頭の子豚を生産，維持群の更新に雄３頭，雌６頭，県内

の増殖農家等５カ所に雌47頭を配布した。

3　繁殖育成成績は平均総産子数10.69頭，平均哺乳開始頭数8.6頭，平均離乳頭数7.31頭，育成率

85.1％，平均生時体重1.31kg，平均離乳時体重7.31kgであった。

4　平成21年度中に雄３頭，雌６頭を更新した結果，平均血縁係数29.76±8.15，平均近交係数

12.29±1.40，遺伝的寄与率変動係数1.18となった。
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受胎試験を多用した平成７～９年を除いて，平

成13年と18年の２年だけであった。近交係数

が25％と０%の子豚を比較した研究では生時体

重等が近交係数が低い群が劣り，原因として近

交退化によることが報告されており，１）産子数

の減少が遺伝的なものなのか，今後とも注視す

る必要がある。

�　集団の遺伝的構成

　平成21年度中に雄3頭､雌6頭を更新した結果，

集団の遺伝的構成は平均血縁係数29.76±8.15，

平均近交係数12.29±1.40，遺伝的寄与率変動

係数1.18となった。

    一般に群の平均近交係数が15%以上になる

と近交退化による影響が顕在化すると言われて

おり，平成19年度途中に規模を縮小して以来，

近交係数の上昇が加速している。

    一方，近年になって豚凍結精液について技術

的に改良され，実用化レベルに近づいていると

の報告２）３）もあり，凍結精液を積極的に活用す

ることで近交係数の上昇を抑制する。
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 表3　維持の状況

Ｈ13年Ｈ12年Ｈ11年Ｈ10年Ｈ９年Ｈ８年Ｈ７年Ｈ６年Ｈ５年項　　目

９９９９９９９９９種雄豚数

３５３４３１３２３４３５３５３５ ３５種雌豚数

６０５４５３５５６７５３５４６０８３分娩腹数

２６６２８０２６９２５３３０１１９７２１２３２８４３２生産子豚数　（雄）

２２３２４０２５２２５５２７６２２３２０１３０２４２５　　　　　　（雌）

 １３８２１３２０１３１５１２種畜候補頭数（雄）

５５４４３８３４９７５０６５７８１１５          　　　（雌）

０２２０２３２ １０自場更新頭数（雄）

 １３15７６１２１５６５４　　　　　　（雌）

６４６４７８８９８配布場所数

 １ １４２９１５５７１０配布頭数　　（雄）

４２29３１２５７４３５３８５９８２　　　　　　（雌）

表1　飼料の種類及び給与方法 

給与方法給与期間DCP(%) TDN(%)種類区　分

不断給餌7日齢～10kg19.084.0人工乳A子　豚

不断給餌10～30kg16.580.0人工乳B

不断給餌30～90kg14.077.0育成用育成豚

制限給餌90kg～12.072.0種豚用種　豚

表2　衛生管理

投与方法投与量投与時期薬品名対象疾病対象豚

筋注1�1,3週齢AR不活化VＡ　　Ｒ子　豚

皮下注2�5,9週齢ヘモフィルス3価V肺　　炎

皮下注1�4週齢MPS V

皮下注1�50～60日齢豚丹毒V豚丹毒

皮下注1�4，5月日本脳炎V日本脳炎種　豚

皮下注1�4，5月豚パルボV豚パルボ
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Ｈ21年Ｈ20年Ｈ19年Ｈ18年Ｈ17年Ｈ16年Ｈ15年 Ｈ14年項　　目
56６７８９９１０種雄豚数
232020３１３５３５ ３５３５種雌豚数
362636４３４２５１７８７６分娩腹数
168116153２１５２０２２６６３８１３５３生産子豚数　（雄）
141128169１７２１９０２３５３４４３０７　　　　　　（雌）
54４６２０６８種畜候補頭数（雄）
587540３３４８３５３０３３          　　　（雌）
32２ １２０ １５自場更新頭数（雄）
6510４１１１４６１３　　　　　　（雌）
53３４４５７５配布場所数
00 １３００５３配布頭数　　（雄）
474323２６３５ ２４２４ ２０　　　　　　（雌）

表4　年度別繁殖育成成績

平成７年度 平成６年度平成５年度年  度

平均±標準偏差総数平均±標準偏差総数平均±標準偏差総数項　目

546083分娩頭数（頭）

9.83± 3.5453112.78± 3.3276711.31± 3.18939総産子数（頭）

7.65± 3.4841310.50± 3.6763010.33± 3.40857哺乳開始（頭）

1.47  1.36  1.27平均体重(kg)

6.02± 3.01325  8.27± 3.15496  8.59± 3.04713離乳頭数（頭）

7.82  7.13  7.55平均体重(kg)

78.778.783.2育成率  (%)

平成10年度 平成９年度平成８年度年  度

平均±標準偏差総数平均±標準偏差総数平均±標準偏差総数項　目

556753分娩頭数（頭）

11.27± 3.1962010.87± 3.287289.66± 3.65512総産子数（頭）

  9.23± 2.98508  8.61± 3.295777.91± 3.25419哺乳開始（頭）

  1.29  1.311.38平均体重(kg)

  7.49± 3.36412  6.51± 3.344366.34± 2.86336離乳頭数（頭）

  7.51  7.407.66平均体重(kg)

81.175.680.2育成率  (%)

平成13年度 平成12年度平成11年度年  度

平均±標準偏差総数平均±標準偏差総数平均±標準偏差総数項　目

605453分娩頭数（頭）

10.45±3.60 62711.89±3.3664211.89± 3.44630総産子数（頭）

  8.15±3.30489  9.63±3.28520  9.83± 3.35521哺乳開始（頭）

  1.39  1.35  1.32平均体重(kg)

  6.82±3.16409  7.76±3.22419  7.42± 3.09393離乳頭数（頭）

  7.90  7.47  7.52平均体重(kg)

83.680.675.4育成率  (%)

平成16年度 平成15年度平成14年度年  度

平均±標準偏差総数平均±標準偏差総数平均±標準偏差総数項　目

517876分娩頭数（頭）

12.27±3.1962611.72 ±2.6791511.16 ±3.45848総産子数（頭）

  9.82±3.41501  9.29± 3.58725  8.68± 3.67660哺乳開始（頭）

  1.34   1.32  1.34平均体重(kg)

  7.47±2.78381  6.95± 3.28548  6.68± 3.26508離乳頭数（頭）

  7.10  7.10  7.25平均体重(kg)

 76.074.877.0育成率  (%)
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平成19年度 平成18年度平成17年度年  度

平均±標準偏差総数平均±標準偏差総数平均±標準偏差総数項　目

364342分娩頭数（頭）

11.75± 3.2342310.67±3.6645911.86 ±3.16498総産子数（頭）

  8.94± 3.65 322  9.00 ±3.61387  9.33± 3.69392哺乳開始（頭）

  1.30  1.33  1.36平均体重(kg)

  6.70 ± 3.14 240  6.05±2.65260  7.05± 3.25296離乳頭数（頭）

  6.89  6.69  6.74平均体重(kg)

74.567.275.5育成率  (%)

平成21年度平成20年度年  度

平均±標準偏差総数平均±標準偏差総数項　目

3626分娩頭数（頭）

10.69± 2.7238511.08± 3.06288総産子数（頭）

  8.58± 2.93309  9.38± 3.21244哺乳開始（頭）

  1.31  1.30平均体重(kg)

  7.31± 2.85263  7.35± 2.73191離乳頭数（頭）

  6.78  7.18平均体重(kg)

85.174.8育成率  (%)

表5　平均血縁係数・近交係数・遺伝的寄与率変動係数の推移

平成８年末平成７年末 平成６年末平成５年末年  度

平均値±
標準偏差

例数
平均値±
標準偏差

例数
平均値±
標準偏差

例数
平均値±
標準偏差

例数項　目

20.97
±8.21

946
20.54
±8.61

946
20.43
±9.07

946
20.27
±9.21

946平均血縁係数

6.95
±1.32

44
6.17
±1.39

4
5.75
±1.09

44
5.73

±1.21
44平均近交係数

0.4820.2520.1060.020
遺伝的寄与率
変動係数

平成12年末平成11年末 平成10年末平成９年末年  度

平均値±
標準偏差

例数
平均値±
標準偏差

例数
平均値±
標準偏差

例数
平均値±
標準偏差

例数項　目

23.83
±9.16

903
22.48
±8.62

780
21.75
±8.53

820
21.53
±8.28

903平均血縁係数

8.87
±1.85

43
8.78
±2.11

40
8.07
±2.14

41
7.77

±2.05
43平均近交係数

0.9550.7250.7540.691
遺伝的寄与率
変動係数

平成16年末平成15年末 平成14年末平成13年末年  度

平均値±
標準偏差

例数
平均値±
標準偏差

例数
平均値±
標準偏差

例数
平均値±
標準偏差

例数項　目

26.35
±8.61

946
25.31
±8.71

946
24.97
±9.05

990
24.93
±9.72

946平均血縁係数

9.77
±1.15

44
9.36
±1.23

44
9.34
±1.28

45
8.91

±1.63
44平均近交係数

1.2191.1050.9991.083
遺伝的寄与率
変動係数
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平成20年末平成19年末 平成18年末平成17年末年  度

平均値±
標準偏差

例数
平均値±
標準偏差

例数
平均値±
標準偏差

例数
平均値±
標準偏差

例数項　目

29.72
±8.34

325
27.84
±7.28

325
27.00
±8.09

703
26.87
±8.35

903平均血縁係数

12.08
±1.32

26
11.39
±1.33

26
10.43
±1.61

38
10.07
±1.10

43平均近交係数

1.3401.2731.198１.165
遺伝的寄与率
変動係数

平成21年末年  度

平均値±
標準偏差

例数項　目

29.76
±8.15

378平均血縁係数

12.29
±1.40

28平均近交係数

１.178
遺伝的寄与率
変動係数


